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	応用
	抗原情報
	背景
	ユビキチン様タンパク質は、モノマーまたはリジン結合ポリマーとしてタンパク質に共有結合することができます。イソペプチド結合を介して基質に共有結合するには、E1複合体SAE1-SAE2による事前活性化とE2酵素UBE2Iへの結合が必要ですが、PIAS1-4、RANBP2、CBX4などのE3リガーゼによって促進されます。タンパク質のリジン残基に対するこの翻訳後修飾は、核輸送、DNA複製と修復、有糸分裂、シグナル伝達など、多くの細胞プロセスにおいて重要な役割を果たします。ポリマーSUMO2鎖は、修飾されたタンパク質のプロテアソーム分解のシグナルとして機能するポリユビキチン化も受けます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CEM、293、ラットC6細胞株ライセート（35μg/レーン）におけるSUMO2抗体（C末端）ウエスタンブロット分析。これは、SUMO2抗体がSUMO2タンパク質（矢印）を検出したことを示しています。
	

	SUMO2抗体（C末端）（カタログ番号AMM85947）で染色したHela細胞の蛍光画像。AMM85947は1:25希釈で染色した。二次抗体として、Alexa Fluor® 488標識ヤギ抗マウスIgG抗体（1:400希釈）を使用した（緑色）。細胞質アクチンは、ファロイジン標識Alexa Fluor® 555（赤色）で対比染色した。

